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三郷駅周辺江戸川河川敷の活性化方針における修正について   
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三
郷
駅
周
辺
江
戸
川
河
川
敷
の
活
性
化
方
針

令
和
５
年
２
月

三
郷

市

抜
粋

こ
れ

ま
で
の

会
議

等

令
和
４
年
度

三
郷
市
か
わ
ま
ち
づ
くり
協
議
会

・三
郷
駅
江
⼾
川
河
川
敷
の
活
性
化
⽅
針
の
策
定
検
討
（
⼀
次
案
、⼆

次
案
、最

終
案
）

第
１
回

７
月
２
８
日
（
木
）

第
２
回

９
月
２
０
日
（
火
）

第
３
回

１
２
月
１
２
日
（
月
）

第
４
回

２
月
２
７
日
（
月
）

令
和
５
年
度

三
郷
市
か
わ
ま
ち
づ
くり
協
議
会

・事
業
検
討
部
会
の
設
置
に
つ
い
て

・実
証
実
験
の
実
施
に
つ
い
て

第
１
回

６
月
２
６
日
（
月
）

第
２
回

１
０
月
３
０
日
（
月
）

事
業
検
討
部
会

・実
証
実
験
の
実
施
に
つ
い
て

７
月
１
２
日
（
水
）

・実
証
実
験
に
つ
い
て
の
調
整
（
随
時
実
施
）

・占
用
許
可
に
つ
い
て

・実
証
実
験
実
施
内
容
に
つ
い
て

令
和
６
年
度

三
郷
市
か
わ
ま
ち
づ
くり
協
議
会

・実
証
実
験
結
果
報
告
（
中
間
報
告
）

・作
業
検
討
部
会
解
散
に
つ
い
て

第
１
回

５
月
２
１
日
（
火
）

第
２
回

１
⽉
１
７
⽇
（
⾦
）

事
業
検
討
部
会

・実
証
実
験
結
果
報
告
に
つ
い
て

第
１
回

１
１
月

５
日
（
火
）

⽔
上
利
⽤
・か
わ
ま
ち
実
証
実
験
情
報
交
換
会

令
和
６
年
１
⽉
２
３
⽇
（
⽕
）

2



３
．
上
位
・既

定
関
連
計
画
等
か
ら
み
た
本
対
象
地
区
に
関
す
る
提
案
メ
ニ
ュ
ー

〇
上
位
計
画
や
こ
れ
ま
で
本
対
象
地
区
周
辺
を
含
む
各
種
計
画
か
ら
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
方
向
付
け
や
提
案

が
な
さ
れ
て
い
る
。

〇
市
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
「
第
５
次
三
郷
市
総
合
計
画
」
で
、
本
対
象
地
周
辺
は
『
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
核
』
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

〇
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
核
と
し
て
の
展
開
方
向

は
、
“
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

す

る
拠
点
”
で
あ
る
と
と
も
に
、
「
環
境
学
習
」
「
防
災
学
習
」
の
役
割
も
担
う
。

〇
Ｊ

Ｒ
三
郷
駅
と
合
わ
せ
、
将
来
的
な
展
望
と
し
て
は
江
戸
川
の
水
上
交
通

が
整

備
さ
れ

た

場
合
は
、
“
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
・
モ
ー
ル
”
を
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
『
埼
玉
県
観
光
の
ゲ

ー
ト
ウ
ェ
イ
』
と
し
て
の
役
割
が
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。

三
郷

市
の

広
域

的
位

置
づ

け
や

整
備

方
向

に
つ

い
て

【
に
ぎ
わ
い
空
間
を
創
出
す
る
た
め
の
主
な
提
案
】

◇
ア
ウ
ト
ド
ア
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
の
整
備

・
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

・
ド
ロ
ー
ン
練
習
場

・
キ
ャ
ン
プ
場
（
焚
火
空
間
含
む
）

・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場

・
ド
ッ
グ
ラ
ン

◇
ス
ポ
ー
ツ
機
能
の
整
備

・
サ
ッ
カ
ー
場
（
天
然
芝
）

・
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
休
憩
ス
ポ
ッ
ト

・
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

・
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

◇
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
が
開
催
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
機
能

・
コ
ン
サ
ー
ト
広
場

・
マ
ル

シ
ェ
広
場

・
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア
タ
ー

◇
江
戸
川
を
親
水
の
場
と
し
て
活
用
で
き
る
機
能
の
整
備

・
ワ
ン
ド
に
よ
る
ビ
オ
ト
ー
プ
観
察
場

・
親
水
護
岸

・
浮
き
桟
橋

・
遊
覧
船
や
投
網
体

験

・
S
U
P
や
カ
ヌ
ー
等
の
水
上
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

【
基
盤
整
備
に
関
す
る
主
な
提
案
】

◇
ア
ク
セ
ス
機
能
の
整
備

・
堤
内
か
ら
河
川
敷
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
進
入
路
の
整
備

・
法
尻
に
則
し
て
通
る
市
道

50
78

号
の
整
備
拡
充
・
安
全
対
策

◇
高
水
敷
に
お
け
る
整
備

・
砂
利
敷
道
路
の
舗
装
化

・
自
転
車
と
歩
行
者
の
安
全
対
策
の
確
保

・
水
場
（
手
洗
い
等
）
や
ト
イ
レ
の
整
備
充
実

河
川

敷
の

利
活

用
に

つ
い

て

【
市
内
で
の
連
携
】

・
Ｊ
Ｒ
三
郷
駅
～
商
店
街
～
河
川
敷
の
回
遊
ル
ー
ト
の
整
備
と
受
入
体
制
づ
く
り

・
「
川
（
江
戸
川
～
三
郷
放
水
路
～
中
川
）」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

【
広
域
的
連
携
】

・
江
戸
川
下
流
域
と
連
携
し
た
舟
運
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

・
対
岸
の
自
治
体
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

26

ま
ち

中
や

周
辺

地
域

と
の

連
携

に
つ

い
て

課
題

や
修

正
に

関
す

る
事

項

【再
検
討
事
項
】

上
位
計
画
等
の
記
載
の
抜
粋
で
あ
る
た
め
維
持

（
事
務
局
）

3



こ
れ
ま
で
の
検
討
を
踏
ま
え
、
今
後
の
三
郷
市
の
観
光
振
興
や
江
戸
川
河
川
敷
の
活
用
に
向
け
た
問
題
点
・
課
題

は
次
の
よ
う
に
概
括
さ
れ
る
。

〇
鉄
道
や
高
速
交
通
の
利
便
性
が
高
く
、
首
都
圏
の
膨
大
な
需
要
を
呼
び
込
め
る
位
置
に
あ
る
が
、
そ
の
特
性
が
十

分
に
は
活
か
さ
れ
て
い
な
い
。

〇
そ
の
為
に
は
、
河
川
敷
の
魅
力
ア
ッ
プ
と
と
も
に
、
“
三
郷
の
観
光
”
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
確
立
し
、
外
に
対
し
て
三

郷
の
魅
力
の
発
信
力
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

〇
現
状
で
は
、
野
球
場
等
を
中
心
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
系
の
施
設
は
整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
市
民
や
観
光
客
等
の
一
般

に
向
け
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
機
能
が
未
整
備
で
あ
る
。

〇
河
川
敷
の
特
性
で
あ
る
“
親
水
性
（
含
：
環
境
学
習
）
”
や
“
広
大
な
空
間
の
広
が
り
”
を
活
か
し
た
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
機
能
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。

〇
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
江
戸
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
が
通
っ
て
お
り
、
「
み
さ
と
の
風
ひ
ろ
ば
」
は
整
備
さ
れ

て
い
る
が
、
サ
イ
ク
ル
拠
点
と
し
て
の
機
能
が
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
く
、
現
状
で
は
小
休
憩
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

の
役
割
し
か
果
た
し
て
い
な
い
。

〇
緊
急
船
着
場
が
整
備
さ
れ
、
防
災
学
習
の
場
と
し
て
も
役
割
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
現
状
の
船
着
場
の
構
造

的
な
問
題
も
あ
り
、
そ
の
機
能
が
十
分
に
果
た
せ
て
い
な
い
。

〇
歩
行
で
の
ア
ク
セ
ス
は
、
Ｊ
Ｒ
三
郷
駅
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
に
な
る
が
、
駅
に
お
け
る
情
報
提
供
が
乏
し
く
、
駅
か

ら
の
ル
ー
ト
も
河
川
敷
へ
い
ざ
な
う
環
境
整
備
が
で
き
て
い
な
い
。

〇
ま
た
、
市
道
50
78

号
を
平
面
交
差
で
横
断
す
る
必
要
が
あ
り
、
交
通
量
も
比
較
的
多
く
交
通
事
故
等
の
危
険

性
を
は
ら
ん
で
い
る
。

〇
車
で
の
ア
ク
セ
ス
は
、
本
対
象
地
区
か
ら
は
少
し
離
れ
た
距
離
に
あ
り
、
そ
こ
ま
で
の
誘
導
や
高
水
敷

の
道
路
も
未
舗
装
箇
所
が
多
く
、
駐
車
場
も
十
分
に
は
確
保
さ
れ
て
い
な
い
。

〇
河
川
敷
と
Ｊ
Ｒ
三
郷
駅
や
商
店
街
と
を
繋
ぎ
人
の
流
れ
を
促
す
方
策
が
現
状
で
は
で
き
て
い
な
い
。

〇
さ
ら
に
「
川
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
三
郷
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
が
、
江
戸
川
河
川
敷
を
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
核

と
し
た
“
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
”
を
軸
と
し
て
、
江
戸
川
～
三
郷
放
水
路
～
中
川
や
、
そ
の
軸
上
に
あ
る

県
営
み
さ
と
公
園
と
の
連
携
な
ど
、
地
域
の
特
性
や
資
源
の
活
用
が
十
分
で
は
な
い
。

Ⅳ

27

河
川
空
間
の
活
用
に
向
け
た
課
題
の
総
括

①
立
地
条
件
の
良
さ
を
十
分
に
活
か
し
き
れ
て
い
な
い

②
江
戸
川
河
川
敷
周
辺
は
三
郷
市
の
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
核
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
が
内
容
に
乏
し
い

③
江
戸
川
河
川
敷
を
利
用
す
る
に
は
ア
ク
セ
ス
条
件
が
必
ず
し
も
良
好
で
は
な
い

④
河
川
敷
か
ら
ま
ち
（
街
）
へ
の
流
れ
を
促
し
、
市
の
観
光
活
性
化
を
誘
発
す
る
仕
掛
け
が
十
分
で
は
な
い

課
題

や
修

正
に

関
す

る
事

項

【再
検
討
事
項
】

協
議
会
に
お
け
る
議
論
の
流
れ
か
ら両

⽅
の
⽬
的
が
あ
る
と解

され
る
た
め

記
載
に
つ
い
て
「市
⺠
の
交
流
の
場
」「
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
」な
どの
表
記
の
追
加
を検

討
した
い
。

（
事
務
局
）

【課
題
】
メイ
ンタ
ー
ゲ
ット

実
証
実
験
後
の
報
告
に
お
い
て
、主

⽬
的
は
市
外
か
らの
観
光
客
誘
致
か
、市

⺠
の
た
め
の
レク
リエ
ー

シ
ョン
機
能
か
の
議
論
は
複
数
回
あ
った
。

（
協
議
会
）
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１
．
河
川
敷
の
整
備
の
基
本
的
な
考
え
方

１
）
狙

い

本
対
象
地
区
の
整
備
の
主
な
狙
い
は
次
の
２
点
と
す
る
。

２
）
コ
ン
セ
プ
ト

●
三
郷
市
の
“
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
核
”
と
し
て
の
機
能
を
充
実
す
る
こ
と
に
よ
り
、
三
郷
市
の

観
光
振
興
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
的
役
割
を
担
う
。

●
ま
ち
（
街
）
と
の
連
携
を
強
め
、
河
川
空
間
の
み
な
ら
ず
、
“
か
わ
ま
ち
”
が
一
体
と
な
っ
た
拠

点
形
成
を
図
る
。

Ⅴ
河
川
敷
の
利
活
用
の
方
針

三
郷

ウ
ォ

ー
タ

ー
ガ

ー
デ

ン

「
ウ
ォ
ー
タ
ー
ガ
ー
デ
ン
」
と
は
“
誰
に
で
も
開
か
れ
た
水
辺
空
間
の
庭
”
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
市
民
は
も
と

よ
り
、
積
極
的
に
観
光
客
を
受
け
入
れ
、
河
川
敷
周
辺
の
み
な
ら
ず
、
こ
こ
を
“
水
と
緑
”
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た

観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
と
し
て
、
三
郷
市
全
体
と
し
て
の
観
光
交
流
を
促
進
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
た
も

の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
く
展
開
の
方
向
は
次
の
も
の
と
す
る
。

①
三

郷
市

の
“

水
と

緑
”

を
キ

ー
ワ

ー
ド

と
し

た
観

光
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

拠
点

と
し

て
、

中
川

や
県

営
み

さ
と

公
園

と
も

連
携

し

た
展

開
を

図
る

③
サ

イ
ク

リ
ン

グ
ロ

ー
ド

の
休

憩
ス

ポ
ッ

ト
で

あ
る

「
み

さ
と

の
風

ひ
ろ

ば
」

と
連

携

し
た

展
開

を
図

る

④
江

戸
川

を
活

用
し

た
水

上

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

基
地

と
と

も
に

、
江

戸
川

を
介

し
た

広
域

連
携

の
展

開
を

図
る

②
Ｊ

Ｒ
三

郷
駅

や
近

隣
商

店

街
と

連
携

し
た

魅
力

的
な

“
か

わ
ま

ち
づ

く
り

”
の

展
開

を
図

る

28

課
題

や
修

正
に

関
す

る
事

項

【再
検
討
事
項
】

コン
セ
プト
及
び
方
向
性
に
つ
い
て
は
これ
まで
の
協
議
、実

証
実
験
の
結
果
を踏

まえ
方
針
とし
て
維
持

た
だ
し多

くの
課
題
を内

包
す
る
こと
か
ら、
す
べ
て
の
条
件
を整

え
て
事
業
化
を⾏

うこ
とは
困
難
で
あ
る
た

め
、段

階
展
開
とす
る
こと
を
検
討
した
い
。

（
事
務
局
）

5



29

な
お
、
4つ

の
展
開
方
向
は
、
次
の
も
の
と
す
る
。

①
三
郷
市
の
“
水
と
緑
”
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
観
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
と
し
て
、
中
川
や
県
営
み
さ
と

公
園
と
も
連
携
し
た
展
開
を
図
る

首
都
圏
の
膨
大
な
観
光
需
要
を
潜
在
的
に
有
し
て
い
る
本
市
で
は
あ
る
が
、
現
状
で
は
こ
れ
ら
需
要
を

誘
発
・
吸
引
で
き
る
拠
点
形
成
が
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
。

本
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
、
“
水
と
緑
”
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
軸
と
し
て
今
後
展
開
し
て
い
く
に

当

た
り
、
本
対
象
地
区
を
そ
の
先
導
的
な
役
割
を
果
た
す
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
段
階

的
に
中
川
や
県
営
み
さ
と
公
園
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
も
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
拠
点
が
整
備
さ
れ
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
新
三
郷
駅
の
ら
ら

ぽ
ー
と
を
中
心
に
し
た
膨
大
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
需
要
と
も
結
び
つ
き
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
兼
観
光
と
い
う
新

た
な
誘
発
効
果
も
期
待
さ
れ
る
。

②
Ｊ
Ｒ
三
郷
駅
や
近
隣
商
店
街
と
連
携
し
た
魅
力
的
な
“
か
わ
ま
ち
づ
く
り
”
の
展
開
を
図
る

本
対
象
地
区
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
し
て
は
、
車
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
と
Ｊ
Ｒ
三
郷
駅
か
ら
の
徒
歩
や
自
転
車
に

よ
る
ア
ク
セ
ス
と
な
る
が
、
い
ず
れ
の
ア
ク
セ
ス
も
現
状
で
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
く
、
特
に
Ｊ
Ｒ
三

郷
駅
は
、
車
を
使
わ
な
い
市
民
や
観
光
客
等
に
と
っ
て
は
重
要
な
ア
ク
セ
ス
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

ま
た
、
本
対
象
地
区
を
よ
り
魅
力
的
な
空
間
と
し
て
い
く
た
め
に
も
、
本
対
象
地
区
周
辺
へ
の
各
種
サ

ー
ビ
ス
提
供
者
と
し
て
の
役
割
や
、
本
対
象
地
区
周
辺
に
来
訪
し
た
人
の
散
策
や
休
憩
・
飲
食
・
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
の
場
と
し
て
も
Ｊ
Ｒ
三
郷
駅
周
辺
を
含
め
た
商
店
街
等
の
ま
ち
（
街
）
空
間
と
の
繋
が
り
は
重
要
で

あ

り
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
経
済
波
及
効
果
や
ま
ち
の
魅
力
発
信
強
化
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

③
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
休
憩
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
「
み
さ
と
の
風
ひ
ろ
ば
」
と
連
携
し
た
展
開
を
図
る

江
戸
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
は
東
京
・
千
葉
・
埼
玉
に
わ
た
る
広
域
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
で
あ
り

、
多
く
の
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
利
用
が
あ
る
。
今
年
度
実
施
し
た
サ
イ
ク
リ
ス
ト
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
に
よ
る
と
、
「
み
さ
と
の
風
ひ
ろ
ば
」
は
貴
重
な
休
憩
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の
利
用
の
み
な
ら
ず
、
こ
こ

を
目
的
地
と
し
た
利
用
も
多
く
み
ら
れ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
に
お
け
る
要
所
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
場
と
本
対
象
地
区
は
隣
接
し
た
場
で
あ
り
、
こ
の
休
憩
ス
ポ
ッ
ト
と
併
せ
て
サ
イ
ク
リ
ス
ト
に
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
場
を
本
対
象
地
区
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
滞
留
性
を
高
め
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
、
本
対
象
地
区
方
面
の
み
な
ら
ず
、
地
元
商
店
街
方
面
へ
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
需
要
を

誘
引
す
る
に
は
、
「
み
さ
と
の
風
ひ
ろ
ば
」
で
の
情
報
発
信
強
化
と
と
も
に
、
商
店
街
で
の
受
入
体
制
の
強
化
に

よ
り
、
さ
ら
に
滞
留
性
強
化
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

④
江
戸
川
を
活
用
し
た
水
上
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
基
地
と
と
も
に
、
江
戸
川
を
介
し
た
広
域
連
携
の
展
開
を

図
る 今
後
の
、
中
長
期
的
な
展
開
と
し
て
、
江
戸
川
を
挟
ん
だ
対
岸
の
流
山
市
や
、
上
流
・
下
流
域
と
の
広
域

連
携
を
図
り
、
共
催
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
、
舟
運
に
よ
る
江
戸
川
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
本
対
象
地
区
の
さ
ら
な
る
魅
力
ア
ッ
プ
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

課
題

や
修

正
に

関
す

る
事

項

【課
題
】
広
域
連
携

サ
イク
リン
グ
ロー
ドや
河
川
利
⽤
に
つ
い
て
は
、よ
り効

果
的
な
展
開
の
た
め
に
は
近
隣
市
町
村
とも
連
携

す
る
必
要
性
に
つ
い
て
も
検
討
され
る
べ
き
。

場
合
に
よ
って
は
県
との
連
携
も
考
慮
す
る
こと
。

（
R4
.7
.2
8協

議
会
）

【課
題
】
サ
イク
リン
グ
ロー
ドに
つ
い
て

アン
ケ
ー
ト結

果
に
よっ
て
、多

くの
サ
イク
リス
ト者

が
サ
イク
リン
グ
ロー
ドを
利
⽤
し、
トイ
レの
あ
る
み
さと
の

⾵
広
場
を利

⽤
して
い
る
こと
が
判
明
して
い
る
。

⼀
⽅
、期

待
され
る
市
内
流
⼊
に
つ
い
て
は
芳
しい
結
果
とな
って
い
な
い
現
状
が
あ
る
。

（
R4
.1
2.
12
協
議
会
）

実
証
実
験
に
お
け
る
キ
ッチ
ンカ
ー
出
店
で
は
69
日
で
15
20
名
の
利
⽤
が
あ
り、
アン
ケ
ー
トは
取
れ
な

か
った
が
、需

要
は
高
い
との
実
感
が
あ
った
。

（
R7
.1
.1
7実

証
実
験
結
果
の
報
告
に
つ
い
て
）

【課
題
】
近
隣
商
店
会
との
連
携
に
つ
い
て

実
証
実
験
に
お
け
る
アン
ケ
ー
トで
は
、実

施
期
間
中
に
近
隣
商
店
に
お
い
て
来
客
数
の
変
化
、環

境
⾯

に
お
け
る
悪
影
響
、と
も
に
変
化
は
な
か
った
との
結
果
で
あ
った
。

（
R7
.1
.1
7実

証
実
験
結
果
の
報
告
に
つ
い
て
）

6



２
．
拠
点
地
区
の
設
定
と
整
備
の
基
本
方
針

１
）
拠

点
地

区
の
設

定

拠
点
地
区
と
は
、
今
回
の
整
備
対
象
地
区
の
中
で
第
１
期
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
エ
リ
ア
と
し
て
設
定
し
た
も

の
で
あ
り
、
関
連
す
る
「
み
さ
と
の
風
ひ
ろ
ば
」
と
「
Ｊ
Ｒ
三
郷
駅
・
商
店
街
」
と
の
連
携
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

み
さ
と
の
風
ひ
ろ
ば

Ｊ
Ｒ
三
郷
駅
・商

店
街

拠
点
地
区

30

江
戸
川

課
題

や
修

正
に

関
す

る
事

項

【課
題
】
対
象
拠
点
地
区
の
設
定

・J
Rと
協
議
の
上
、⾼

架
下
の
利
⽤
に
つ
い
て
も
や
対
象
地
区
とす
る
こと
も
検
討
した
い
。
（
R4
.7
.2
8協

議
会
）

【課
題
】
⼟
⼿
上
の
拡
張
・利
⽤

検
討
材
料
とし
て
、⼟

⼿
上
拡
張
、川

裏
側
を広

げ
る
こと
で
多
くの
課
題
が
解
消
す
る
可
能
性
が
あ
る
旨
指
摘
され

て
い
る
。⼤

が
か
りな
⼿
法
とな
る
こと
か
ら前

提
条
件
に
は
⼊
れ
ず
、将

来
的
な
展
望
とし
て
整
理
した
い
。

土
手
上
の
拡
張
が
考
え
られ
る
か
どう
か
で
、方

針
案
も
変
わ
って
くる
部
分
が
あ
る
。

（
R4
.9
.2
0協

議
会
）

主
に
サ
イク
リス
トに
対
して
、土

手
上
み
さと
の
風
広
場
で
の
キ
ッチ
ンカ
ー
出
店
は
需
要
が
あ
り、
休
憩
場
所
とし
て
の

機
能
を
補
完
す
る
役
割
が
あ
る
。

（
R7
.1
.1
7実

証
実
験
結
果
の
報
告
に
つ
い
て
）

【再
検
討
事
項
】

土
手
上
で
の
キ
ッチ
ンカ
ー
出
店
設
定
は
追
記
、

⼟
⼿
上
の
拡
張
、⼟

⼿
裏
の
利
⽤
は
現
実
的
に
多
くの
課
題
を含

む
た
め
⽅
針
の
基
本
に
は
含
まな
い
も
の
とし
、事

業
着
手
後
の
成
果
に
よ
る
検
討
課
題
とし
た
い

（
事
務
局
）

【再
検
討
事
項
】

関
連
機
関
との
調
整
に
よる
た
め
、当

初
設
定
で
は
な
く段
階
的
な
事
業
化
の
中
で
の
調
整
とし
た
い

7



Ａ

Ｃ

Ｄ

２
）
拠
点
地
区
へ
の
動
線
の
考
え
方

①
車
の
動
線
に
関
し
て

拠
点
地
区
へ
の
車
道
は
、
下
図
に
示
す
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
以
下
の
よ
う
な
問
題
点
を
有
し
て
い
る
。

Ａ
：
拠
点
地
区
へ
の
基
本
的
な
ア
ク
セ
ス
は
、
県
道
草
加
流
山
線
か
ら
の
進
入
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

西
側
か
ら
県
道
草
加
流
山
線
を
走
っ
て
き
た
車
は
対
向
車
線
を
右
折
し
て
進
入
す
る
こ
と
に
な
り
、
交
通

渋
滞
や
事
故
の
危
険
性
が
懸
念
さ
れ
る
。

Ｂ
：
さ
ら
に
北
側
に
あ
た
る
運
動
公
園
方
面
か
ら
の
進
入
は
可
能
で
は
あ
る
が
、
土
・
日
の
み
が
通
行
可
能
で

、
平
日
は
使
用
で
き
な
い
。

Ｃ
：
緊
急
船
着
場
の
所
に
ポ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
通
常
は
行
き
止
ま
り
と
な
っ
て
い
る
。

Ｄ
：
駅
方
面
か
ら
自
転
車
や
徒
歩
で
拠
点
地
区
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
に
は
、
市
道

50
78

号
を
横
断
す
る
こ
と

に
な
り
、
比
較
的
交
通
量
も
多
く
、
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
走
行
す
る
車
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
故
の
危
険

性
が
懸
念
さ
れ
る
。

●
現
在
の
拠
点
地
区
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
道
路
と
検
討
対
象
箇
所

Ｂ

Ａ
：
西
側
か
ら
き
た
車
が
左
折
で
き
な
い
箇
所

31

Ｄ
：
道
路
の
横
断
に
危
険
性
が
あ
る
箇
所

拠
点
地
区

課
題

や
修

正
に

関
す

る
事

項

【課
題
】
交
通
ア
クセ
ス
に
つ
い
て

複
数
の
委
員
よ
りア
クセ
ス
に
つ
い
て
は

危
険
性
や
侵
⼊
経
路
の
設
定
⾃
体
が
⼤
きな
課
題
が
あ
る
との
指
摘
が
あ
り、
⼤
きな
問
題
とな
って
い
る

主
に
下
記
２
点

・市
道
50
78
線
の
歩
⾏
者
横
断

・⾃
動
⾞
侵
⼊
に
お
け
る
流
⼭
橋
か
らの
右
左
折

（
R4
.9
.2
0協

議
会
）

この
こと
に
関
して
は
、本

方
針
に
か
か
わ
らず
対
応
が
必
要
とさ
れ
、

検
討
資
料
に
は
整
備
の
緊
急
度
が
分
か
る
よう
に
記
載
す
る
こと
が
必
要
とさ
れ
た

（
R5
.2
.2
7協

議
会
）

再
度
、⽅

針
に
従
った
事
業
着
⼿
が
アク
セ
ス
性
の
安
全
性
を確

保
す
る
前
とな
らな
い
よう
、再

度
複
数
委
員
か
ら

意
⾒
が
あ
った

（
R5
.6
.2
6）

横
断
歩
道
に
関
す
る
白
線
引
き直

し、
「横
断
者
注
意
」表
記

（
R7
.2
）

【再
検
討
事
項
】

ア
クセ
ス
に
関
す
る
検
討
は
重
要
課
題
とし
て
継
続

8



Ａ

Ｄ

駐
車
場

Ｃ

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
関
係
機
関
と
の
調
整
が
前
提
と
な
る
が
、
本
方
針
の
考
え
方
と
し
て
は
、
以
下
の
方

針
と
す
る
。

Ａ
：
県
道
草
加
流
山
線
の
西
側
か
ら
走
っ
て
き
た
車
が
ア
ク
セ
ス
す
る
際
に
、
通
常
時
も
左
折
し
て
進
入
が
で

き
、
堤
外
道
路
に
接
続
で
き
る
よ
う
規
制
緩
和
を
検
討
す
る
。

Ｂ
：
北
側
か
ら
の
現
在
の
運
動
公
園
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
土
・
日
曜
日
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、
平
日
の
拠
点
地

区
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
「
Ａ
」
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
基
本
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
さ

ら
な
る
規
制
緩
和
は
考
え
な
い
も
の
と
す
る
。

Ｃ
：
拠
点
地
区
に
駐
車
場
を
設
置
し
、
そ
こ
ま
で
は
現
在
の
通
行
規
制
で
も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
が
、
可
能
で

あ
れ
ば
サ
ン
ケ
イ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
方
面
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
可
能
と
な
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
調
整

の
上
、
ポ
ー
ル
の
除
去
等
の
規
制
緩
和
を
検
討
す
る
。

Ｄ
：

歩
行
者
等
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
、
注
意
を
促
す
看
板
や
、
ハ
ン
プ
（
下
図
の
イ
メ
ー
ジ
例
参
照
）

に
よ
る
車
へ
の
意
識
づ
け
及
び
歩
行
者
等
が
安
全
に
市
道
を
横
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
の
対
応
策
に
つ
い
て
、
今
後
検
討
す
る
。

●
今
後
の
対
応
策
の
考
え
方
に
つ
い
て
の
対
応
箇
所

Ｂ

Ｄ
：
ハ
ン
プ
に
よ
る
速
度
抑
制
の
手
法
例

（
資
料
：

国
土
交

通
省

国
土
技
術
政

策
総
合

研
究
所

資
料
）

（
資
料
：
吉
川
市
の
事

例
）

32

課
題

や
修

正
に

関
す

る
事

項
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②
歩
行
者
・
自
転
車
の
動
線
に
関
し
て

拠
点
地
区
に
は
「
江
戸
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
」
が
走
る
と
と
も
に
、
三
郷
駅
を
挟
ん
で
南
北
に
走
る
市
道
に

は
「
自
転
車
道
」
が
設
け
て
あ
り
、
“
自
転
車
の
ま
ち
”
と
し
て
の
基
盤
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

本
対
象
地
区
の
今
後
の
利
用
促
進
を
考
え
る
上
で
も
、
「
江
戸
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
」
の
利
用
者
を
含
め
た

“
サ
イ
ク
リ
ス
ト
”
の
誘
客
は
重
要
な
視
点
と
な
る
。

そ
こ
で
、
三
郷
駅
～
河
川
敷
ま
で
の
歩
行
者
・
自
転
車
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
は
、
下
図
に
示
す
ル
ー
ト
を
基
本
と
す

る
。
特
に
自
転
車
は
、
自
転
車
ル
ー
ト
と
し
て
の
サ
イ
ン
等
を
含
め
た
沿
道
環
境
の
整
備
を
進
め
る
も
の
と
す
る
。

江
戸
川
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド

自
転
車
道

河
川

敷
の

拠
点

地
区

へ
の
歩
行
者
・
自
転
車

の
ア
ク
セ
ス
の
動
線

江
戸
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

市
道
の
自
転
車
道拠
点
地
区

み
さ
と
の
風
ひ
ろ
ば

33

課
題

や
修

正
に

関
す

る
事

項

10



３
）
拠
点
地
区
の
整
備
ゾ
ー
ニ
ン
グ

拠
点
地
区
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
は
、
以
下
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
拠
点
と
Ｊ
Ｒ
三
郷
駅
さ
ら
に
は
ま
ち
（
商
店
街
）
と
の
連
携
を
含
め
、
連
携
を
誘
発
す
る
仕
組
み

づ
く
り
を
お
こ
な
っ
て
い
く
。

デ
ィ
キ
ャ
ン
プ
ゾ
ー
ン

親
水
ゾ
ー
ン

駐
車
ゾ
ー
ン

（
水
面
へ
の
ス
ロ
ー
プ
を
含
む
）

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
ゾ
ー
ン

（
浮
き
桟
橋
を
含
む
）

花
畑
ゾ
ー
ン

ス
カ
イ
ゾ
ー
ン

Ｊ
Ｒ

三
郷

駅
•

商
店

街
方

面
と

の
回

遊
路

商
店

街
と

の
回

遊
路

（
将

来
）

0
50
m

10
0m

20
0m

車
の
動
線

自
転
車
の
動
線

人
の
動
線

34

課
題

や
修

正
に

関
す

る
事

項

【提
言
】
ゾ
ー
ニン
グ
に
つ
い
て

◆
デ
イキ
ャン
プ
ゾ
ー
ンと
バ
ー
ベ
キ
ュー
広
場
ゾ
ー
ン

分
離
せ
ず
⼀
体
化
して
運
⽤
す
る
⽅
法
が
良
い
の
で
は
な
い
か
との
提
⾔
あ
り。

火
気
の
使
用
を考

慮
した
案
で
あ
った
が
、実

証
実
験
を踏

まえ
て
も
一
体
化
運
用
は
可
能

◆
ス
カイ
ゾ
ー
ン

同
様
に
ドロ
ー
ンに
か
ぎ
らず
、パ
ラグ
ライ
ダー
等
の
ス
クー
ル
誘
致
ラジ
コン
機
ドロ
ー
ンゾ
ー
ンに
限
定
せ
ず
空
域
を

活
用
した
ア
ウト
ドア
等
の
導
入
も
可
能
で
は
な
い
か
。

◆
ゾ
ー
ン分

け
⼤
枠
に
設
定
す
る
こと
で
あ
る
程
度
の
⾯
積
を確

保
した
うえ
で
、さ
まざ
まな
⽤
途
に
利
⽤
で
きる
設
定
とす
る
こと
に

つ
い
て
も
意
⾒
が
あ
った
こと
に
伴
い
要
再
検
討
とな
って
い
る

（
R4
.9
.2
0協

議
会
）

【課
題
】
ゾ
ー
ニン
グ
に
つ
い
て

実
証
実
験
の
実
施
に
当
た
り、
市
⺠
の
⾃
由
利
⽤
が
制
限
され
た
との
感
想
が
あ
り、
市
⺠
の
⾃
由
利
⽤
の
共
存
を

どの
よう
に
図
って
い
くか
が
課
題
で
あ
る
。

週
末
は
コン
テ
ンツ
利
⽤
向
け
、平

⽇
は
公
園
的
な
⾃
由
利
⽤
向
け
とす
る
とい
う考

え
も
あ
る
が
、週

末
や
連
休
は

通
常
の
利
⽤
者
が
多
い
。８

割
近
くが
その
よう
な
利
⽤
者
だ
と感

じる
の
で
、週

末
の
独
占
は
よく
な
い
。エ
リア
で
分

け
る
の
が
い
い
と思

う。

（
R6
.5
.2
1協

議
会
）

【再
検
討
事
項
】

ゾ
ー
ニン
グ
に
つ
い
て
は
⾒
直
しと
した
い

・⾃
由
利
⽤
で
き
る
ゾ
ー
ンの
設
定

・細
分
化
さ れ
た
ゾ
ー
ンを
あ
る
程
度
集
約
した
上
で
⼤
枠
で
再
設
定

・常
設
展
開
、ス
ポ
ット
展
開
の
設
定

・あ
る
程
度
の
設
定
をし
て
お
き、
必
要
な
時
期
に
必
要
な
⾯
積
で
事
業
が
実
施
で
きる
設
定

（
事
務
局
）

11
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４
）
ゾ
ー
ン
別

整
備

内
容

ゾ
ー

ン
名

整
備

イ
メ

ー
ジ

デ
ィ

キ
ャ

ン
プ

ゾ
ー

ン

〇
親
子
連
れ
や
若
い
人
た
ち
が
、
川
辺
の
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、
思
い
お
も
い
に
食
事
を
し

た
り
休
息
し
た
り
で
き
る
場
所
で
あ
る
。

〇
テ
ン
ト
は
利
用
者
の
持
ち
込
み
と
し
て
、
テ
ン
ト
を
設
置
で
き
る
場
所
は
整
備
す
る
。

〇
水
場
（
水
道
水
）
を
整
備
し
、
河
川
敷
利
用
者
の
水
場
と
し
て
も
活
用
す
る
。

〇
高
水
敷
の
水
路
か
ら
、
親
水
ゾ
ー
ン
へ
の
引
き
込
み
小
川
を
整
備
す
る
。

【
今

後
の

検
討

課
題

】

※
水
場
の
設
置
に
当
た
っ
て
は
、
水
道
水
の
引
き
込
み
と
、
排
水
問
題
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
水
場
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ゾ
ー
ン
が
適
切
か
否
か
の
検
討
も

必
要
で
あ
る
。

※
親
水
ゾ
ー
ン
へ
の
小
川
の
引
き
込
み
に
つ
い
て
は
、
取
水
・
排
水
方
法
を
明
確
に
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。

親
水

ゾ
ー

ン

〇
江
戸
川
に
直
接
触
れ
ら
れ
る
親
水
空
間
で
、
現
在
の
擁
壁
を
一
部
親
水
護
岸
に
改
修
し
て

じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
的
な
場
と
す
る
。

〇
引
き
込
み
の
小
川
を
含
め
、
ビ
オ
ト
ー
プ
等
の
環
境
学
習
も
で
き
る
場
で
あ
る
。

【
今

後
の

検
討

課
題

】

※
潮
位
の
変
化
を
含
め
、
水
難
事
故
等
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

駐
車

場

ゾ
ー

ン

〇
拠
点
を
利
用
す
る
人
の
車
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
と
す
る
。
駐
車
場
は
極
力
河
川
敷
空
間
に
馴

染
む
、
芝
生
型
駐
車
場
的
な
整
備
を
工
夫
す
る
。

〇
水
上
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
む
た
め
の
ス
ロ
ー
プ
を
整
備
し
、
ボ
ー
ト
等
の
江
戸
川
へ
の
ア

ク
セ
ス
の
場
と
す
る
。

〇
誰
も
が
使
い
や
す
い
ト
イ
レ
を
整
備
す
る
。
但
し
、
常
設
で
な
く
洪
水
時
に
は
移
設
可
能

な
ト
イ
レ
と
す
る
。

【
今

後
の

検
討

課
題

】

※
駐
車
台
数
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
お
け
る
駐
車
場
対
策
も
含

め
た
検
討
が
必
要
で
あ

る
。

※
駅
利
用
者
等
の
無
断
駐
車
の
対
策
等
、
駐
車
場
の
運
営
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
が
必
要

で
あ
る
。

※
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
河
川
の
管
理
上
、
支
障
が
な
い
も
の
を
設
置
す
る
。

課
題

や
修

正
に

関
す

る
事

項

【課
題
】
親
水
ゾ
ー
ンに
つ
い
て
（
市
⺠
の
意
⾒
）

SA
Pや
カヌ
ー
な
どの
⽔
辺
空
間
を利

⽤
した
レジ
ャー
展
開
に
つ
い
て
の
可
能
性
に
つ
い
て
、市

⺠
か
ら意

⾒
提
⽰
が

あ
り、
実
際
に
SA
P、
カヌ
ー
に
よる
体
験
会
が
あ
った
。

その
際
は
⽔
辺
の
利
⽤
に
関
す
る
安
全
対
策
の
啓
蒙
に
つ
い
て
も
セ
ット
で
⾏
うべ
きと
の
意
⾒
が
あ
る

【課
題
】
親
水
ゾ
ー
ンに
つ
い
て
（
事
務
局
）

計
画
当
初
か
ら緊

急
船
着
き場

の
設
定
を生

か
し、
遊
覧
船
の
運
航
（
常
設
また
は
イベ
ント
等
に
合
わ
せ
た
ス
ポ
ッ

ト運
航
）
に
つ
い
て
も
将
来
的
な
展
望
の
中
で
課
題
とな
って
い
る
。

【成
果
】

有
料
設
定
で
の
、焚

⽕
・バ
ー
ベ
キ
ュー
・キ
ャン
プに
つ
い
て
は
需
要
が
把
握
され
、本

⽅
針
の
⾻
格
をな
す
魅
⼒
に

関
して
は
⼗
分
に
魅
⼒
あ
る
も
の
とし
て
成
果
が
あ
った
。

反
面
多
くの
課
題
も
顕
在
化
した
。

（
R7
.1
.1
7実

証
実
験
結
果
の
報
告
に
つ
い
て
）

【再
検
討
事
項
】

方
針
の
設
定
とし
て
は
デ
イキ
ャン
プで
あ
る
が
、宿

泊
を含

む
キ
ャン
プを
設
定
とし
て
追
記
す
る
か

【再
検
討
事
項
】

上
記
２
点
を
方
針
に
追
記
した
い

12
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バ
ー

ベ
キ

ュ
ー

広
場

ゾ
ー

ン

〇
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
め
る
広
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト
時
に
は
メ
イ
ン
会
場
と

し
て
利
用
す
る
場
と
な
る
。

〇
食
材
の
提
供
を
行
う
た
め
の
搬
入
車
両
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
ス
ペ
ー
ス
、
サ
イ
ク
ル
ラ

ッ
ク
を
駐
車
場
と
併
設
さ
せ
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
誘
客
を
図
る
。

〇
駐
車
場
か
ら
の
ス
ロ
ー
プ
と
連
動
さ
せ
、
イ
ベ
ン
ト
時
に
は
臨
時
浮
桟
橋
を
設
置
し
、

ボ
ー
ト
、
カ
ヌ
ー
、
屋
形
船
等
の
水
上
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
楽
し
め
る
場
と
な
る
。

【
今

後
の

検
討

課
題

】

※
緊
急
船
着
場
エ
リ
ア
の
一
角
で
も
あ
り
、
利
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
国
と
の
事
前
調
整

が
必
要
で
あ
る
。

※
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
よ
る
近
隣
住
民
へ
の
環
境
（

臭
い
、
煙
等
）
の
配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

花
畑

ゾ
ー

ン

〇
ワ
イ
ル
ド
フ
ラ
ワ
ー
に
よ
り
、
年
間
を
通
し
て
花
が
咲
い
て
い
る
空
間
で
、
拠
点
の
存
在

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
場
と
な
る
。

〇
堤
防
敷
の
法
面
も
一
体
的
に
花
に
よ
る
演
出
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
景
観
と
し
て
大
き

な
イ
ン
パ
ク
ト
効
果
を
持
つ
。

〇
花
に
よ
る
迷
路
づ
く
り
を
演
出
し
子
ど
も
も
楽
し
め
る
場
と
す
る
。

【
今

後
の

検
討

課
題

】

※
河
川
敷
は
年
に
何
回
か
増
水
し
河
川
敷
一
帯
が
水
に
浸
か
っ
た
り
、
災
害
時
に
は
物
資

の
搬
出
入
を
行
う
場
所
と
な
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
植
栽
対
策
が

必
要
で

あ
る

。

ス
カ

イ

ゾ
ー

ン

〇
ド
ロ
ー
ン
の
飛
行
エ
リ
ア
を
整
備
す
る
。

〇
飛
行
エ
リ
ア
は
、
ラ
イ
ン
や
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
等
で
飛
行
区
域
を
明
示
し
、
ハ
ー
ド
的
な
施

設
整
備
は
不
要
で
あ
る
。

〇
利
用
者
は
、
ド
ロ
ー
ン
初
心
者
か
ら
上
級
者
の
他
、
業
務
用
の
試
験
飛
行
や
飛
行
コ
ン
テ

ス
ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
も
可
能
と
な
る
。

【
今

後
の

検
討

課
題

】

※
現
在
想
定
し
て
い
る
エ
リ
ア
は
、
鉄
道
か
ら
は
十
分
な
距
離
が
保
た
れ
て
い
る
が
（

一

般
に
は
障
が
い
と
な
る
も
の
か
ら
30
m

は
離
す
こ
と
と
な
っ
て
い
る
）、
市
の
未
占
用
区

域
で
自
然
環
境
の
保
全
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
河

川
管
理
者
と
の
利
用
調
整
は
必
要
と
な
る
。

※
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
や
ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
等
、
空
域
を
利
用
し
た
活
動
に
つ
い
て
も
今
後

検
討
し
て
い
く
。

課
題

や
修

正
に

関
す

る
事

項

【課
題
】
花
畑
ゾ
ー
ンに
つ
い
て
（
市
⺠
の
意
⾒
）

親
水
ゾ
ー
ン付

近
の
キ
タミ
ソウ
をは
じめ
、現

在
の
野
草
育
成
環
境
に
つ
い
て
は
保
全
に
関
す
る
強
い
意
⾒
が
寄
せ

られ
て
い
る

【認
識
】
バ
ー
ベ
キ
ュー
広
場
ゾ
ー
ンに
つ
い
て

◆
バ
ー
ベ
キ
ュー
広
場
ゾ
ー
ン

に
つ
い
て
は
近
隣
の
事
例
、み
さと
公
園
の
例
をと
って
も
多
くの
利
⽤
者
が
あ
り、
需
要
が
⾼
い
も
の
と判

断
され
本
⽅

針
の
⾻
格
を形

成
す
る
柱
とし
て
認
識
が
共
有
され
た
。

運
営
され
る
場
合
の
有
料
・無
料
に
つ
い
て
は
有
料
ベ
ー
ス

管
理
運
営
主
体
の
選
定
、運

⽤
に
つ
い
て
は
環
境
維
持
、ご
み
処
理
問
題
と合

わ
せ
課
題
が
提
⽰
され
た

（
R4
.1
2.
12
協
議
会
）

【認
識
】
ス
カイ
ゾ
ー
ンに
つ
い
て

当
初
ドロ
ー
ンゾ
ー
ンと
い
う名

称
案
だ
った
も
の
を、
より
幅
広
い
用
途
で
との
趣
旨
か
らス
カイ
ゾ
ー
ンと
した
経
緯
が

あ
る
。

（
R4
.1
2.
12
協
議
会
）

・ス
カイ
ゾ
ー
ンの
くく
りで
ゾ
ー
ン運

営
す
る
場
合
、ハ
ング
ライ
ダー
・パ
ラグ
ライ
ダー
・ラ
ジ
コン
・ド
ロー
ンを
合
わ
せ
て

の
⼀
帯
利
⽤
は
危
険
で
あ
り、
⽇
に
よっ
て
変
え
る
な
どの
措
置
が
必
要
と考

え
られ
る

・ま
た
隣
接
ゾ
ー
ンと
は
、隣

接
され
る
ゾ
ー
ンの
設
定
に
より
ネ
ット
設
置
な
どの
対
応
も
必
要
とな
る
場
合
が
あ
る
。

（
R5
.2
.2
7）

13
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そ
の

他

関
連

整
備

対
象

（
含

：
今

後
の

検
討

課
題

）

【
み
さ
と
の
風
ひ
ろ
ば
】

〇
三
郷
市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
グ
ル
メ
ス
ポ
ッ
ト
や
自
転
車
の
修
理
等
が
で
き
る
案
内

の
情
報
提
供
機
能
を
整
備
・
充
実
す
る
。

〇
み
さ
と
の
風
ひ
ろ
ば
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
河
川
敷
の
利
用
動
向
と
併
せ
、

関
係
機
関
と
の
調
整
の
上
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

【
Ｊ
Ｒ
三
郷
駅
～
拠
点
地
区
】

〇
三
郷
駅
に
江
戸
川
河
川
敷
の
案
内
機
能
を
設
け
る
。

〇
駅
か
ら
拠
点
地
区
ま
で
の
道
路
の
ペ
ー
ブ
メ
ン
ト
づ
く
り
を
進
め
る
。

〇
市
道

50
78

号
の
横
断
に
当
た
っ
て
は
、
横
断
箇
所
前
後
に
車
の
運
転
者
に
対
す
る

安
全
走
行
に
対
す
る
意
識
づ
け
の
対
策
を
お
こ
な
う
。
ま
た
、
関
係
機
関
と
の
調
整

の
上
、
さ
ら
な
る
安
全
対
策
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

〇
中
長
期
的
に
は
、
三
郷
駅
の
乗
降
場
を
江
戸
川
方
面
に
延
長
し
、
イ
ベ
ン
ト
時
な
ど
の

河
川
敷
へ
の
直
接
的
な
改
札
口
を
設
け
る
。

【
商
店
街
】

〇
河
川
敷

で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
む
人
へ

の
食
材
の
提
供
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
配

車
等
の
役
割
を
担
う
。

〇
観
光
客
や
サ
イ
ク
リ
ス
ト
に
対
す
る
飲
食
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
情
報
の
提
供
や
、
ホ
テ

ル
と
連
携
し
た
サ
イ
ク
リ
ス
ト
へ
の
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
の
提
供
と
い
っ
た
、
受
入
体

制
の
整
備
を
推
進
す
る
。

【
河
川
敷
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
】

〇
例
年
、
江
戸
川
運
動
公
園
で
「
み
さ
と
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
花
火
大
会
」
、
三
郷
緊

急
船
着
場
で
「
み
さ
と
船
着
場
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
「
み
さ
と
船

着
場
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
本
方
針
の
整
備
に
合
わ
せ
、

内
容
・
期
間
等
の
拡
充
を
検
討
す
る
。

〇
ま
た
、
本
方
針
の
整
備
に
合
わ
せ
、
防
災
学
習
や
自
然
観
察
等
の
イ
ベ
ン
ト
と
と
も
に

、
「
ド
ッ
グ
ラ
ン
」
や
「
水
上
イ
ベ
ン
ト
」
と
い
っ
た
河
川
敷
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

課
題

や
修

正
に

関
す

る
事

項

【課
題
】
安
全
性
の
確
保

河
川
敷
内
の
安
全
性
に
つ
い
て
、簡

単
に
川
に
落
ち
た
りす
る
こと
が
な
い
よう
、よ
り安

全
な
柵
の
整
備
な

どの
対
策
が
必
要
。

（
R5
.6
.2
6協

議
会
）

【再
検
討
事
項
】

あ
らた
に
安
全
性
の
確
保
、環

境
配
慮
とし
て
課
題
とし
て
記
載

【課
題
】
近
隣
住
⺠
へ
の
配
慮

協
議
会
に
お
け
る
検
討
を重

ね
て
い
る
中
、マ
ンシ
ョン
が
建
設
され
る
な
ど周

辺
環
境
の
変
化
が
あ
る
。

これ
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
事
務
局
）
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課
題

や
修

正
に

関
す

る
事

項

【課
題
】
環
境
整
備

事
業
化
に
あ
た
り、
実
証
実
験
に
お
い
て
ハ
ー
ド・
ソフ
ト整

備
に
関
す
る
課
題
が
顕
在
化
され
た

うち
、最

低
限
必
要
とさ
れ
る
事
項
に
つ
い
て
は
以
下
の
とお
り

◆
冠
水
時
お
よ
び
冠
水
の
危
険
性
が
あ
る
場
合
の
対
応

・撤
去
判
断
者
の
設
定

・撤
去
判
断
基
準
の
設
定
お
よ
び
根
拠
の
明
示

・撤
去
す
る
も
の
しな
くて
も
い
い
も
の
の
設
定

◆
全
体
管
理
者
の
設
定

・問
い
合
わ
せ
・ク
レ
ー
ム
対
応
、不

測
の
事
態
対
応

・ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底
（
パ
トロ
ー
ル
等
）

◆
芝
刈
り等

の
環
境
維
持

・頻
度
や
費
⽤
負
担
者
の
設
定

必
要
最
低
限
で
は
な
い
が
、必

要
とさ
れ
る
も
の

◆
イン
フラ

・上
下
水
道
・電
気
・ト
イレ
の
設
置

◆
ご
み
処
理

・明
確
な
ル
ー
ル
の
設
定

（
R7
.1
.1
7実

証
実
験
結
果
の
報
告
に
つ
い
て
か
ら意

訳
抜
粋
）

【課
題
】
管
理
費
⽤
負
担
に
つ
い
て

◆
⾏
政
に
お
け
る
公
費
に
よ
る
整
備
負
担
、参

⼊
事
業
者
に
よ
る
負
担
に
つ
い
て
は
明
確
化
す
る
必
要
が
あ
る

◆
参
⼊
事
業
者
に
よる
受
益
者
負
担
徴
収
は
、事

業
者
負
担
費
⽤
を考

慮
した
うえ
で
適
切
な
料
⾦
設
定
を設

定
す
る
必
要
が
あ
る

（
事
務
局
）

【再
検
討
事
項
】

あ
らた
に
課
題
とし
て
記
載
追
加

【課
題
】
事
業
主
体

これ
らの
⽅
針
の
実
施
の
際
考
え
られ
る
事
業
主
体
の
可
能
性
を以

下
列
記
す
る

①
⾏
政
に
よ
る
直
接
管
理

②
⾏
政
に
よ
る
団
体
、⺠

間
事
業
者
へ
の
管
理
委
託
に
よ
る
管
理

③
団
体
、⺠

間
事
業
者
に
よ
る
管
理
（
独
⽴
採
算
制
）

それ
ぞ
れ
に
課
題
が
あ
る
た
め
、継

続
して
検
討
事
項
とす
る

（
R4
.7
.2
8協

議
会
）

【課
題
】
事
業
主
体
に
つ
い
て

⾃
治
体
、商

⼯
会
、観

光
協
会
が
占
⽤
者
、事

業
主
体
とな
って
い
る
事
例
が
多
い
。

河
川
を占

⽤
す
る
こと
と、
そこ
で
の
事
業
活
動
をす
る
こと
とに
分
け
て
考
え
る
こと
に
な
る
が
、鉄

道
会
社
な
ど⺠

間
が

占
⽤
をし
て
い
る
事
例
（
東
京
都
・隅
⽥
川
）
、⾃

治
体
が
占
⽤
しつ
つ
も
プロ
ポ
ー
ザ
ル
で
アウ
トド
ア企

業
に
運

営
を委

ね
て
い
る
事
例
（
新
潟
県
・信
濃
川
）
も
あ
る
。出

店
者
の
組
合
組
織
が
事
業
主
体
とな
って
い
る
事
例
も

あ
る
。

（
R4
.7
.2
8協

議
会
）

【再
検
討
事
項
】

あ
らた
に
課
題
とし
て
記
載
追
加
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３
．
今
後
の
協
議
会
の
進
め
方

三
郷

市
か

わ
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
に

お
い

て
、

三
郷

駅
周

辺
江

戸
川

河
川

敷
の

活
用

化
方

針
の

検
討

後
も
、

か
わ
ま
ち
づ
く
り

計
画
の
登

録
に

つ
い

て
の
検
討
、
利
活
用
に
向
け

て
の
具
体
的

な
検

討
、
整
備
後

の
利
活
用
の

調
整
等
、
協
議
会

を
通
し
て

官
民
一
体
と

な
っ

て
事
業
に
取
り
組
ん

で
い

く
。

＜
三

郷
市

か
わ

ま
ち

づ
く

り
協

議
会

の
今

後
の

進
め

方
＞

江
戸

川
河

川
敷

の
活

用
化

方
針

の
検

討

↓

か
わ

ま
ち

づ
く

り
計

画
の

登
録

に
つ

い
て

の
検

討

↓

利
活

用
に

向
け

て
の

具
体

的
検

討
（

設
計

•
整

備
）

•
具

体
的

な
施

設
整

備
に

つ
い

て

•
具

体
的

な
利

活
用

に
つ

い
て

（
利

活
用

内
容

と
ル

ー
ル

づ
く

り
等

）

•
民

間
事

業
者

等
の

参
入

に
つ

い
て

（
民

間
活

用
の

検
討

等
）

↓
 

整
備

後
の

利
活

用
の

調
整

•
施

設
維

持
管

理
（

冠
水

時
等

に
お

け
る

対
応

等
）

•
利

活
用

の
調

整

•
民

間
事

業
者

等
の

調
整

（
事

業
認

可
等

）

41

【協
議
会
に
お
け
る
検
討
】

・方
針
、コ
ンセ
プ
トに
か
か
る
方
針
の
概
要

・実
証
実
験
や
他
の
関
係
機
関
等
の
意
⾒
集
約

【⾏
政
に
お
け
る
検
討
】

・方
針
案
を
具
体
化
す
る
に
あ
た
り、
課
題
の
解
消

及
び
その
手
法
な
ど

課
題

や
修

正
に

関
す

る
事

項

【認
識
】
協
議
会
の
位
置
づ
け

協
議
会
か
ら国

へ
直
接
申
請
す
る
も
の
で
は
な
く、
協
議
会
か
ら意

⾒
をい
た
だ
い
た
上
で
、三

郷
市
か
らか
わ
まち
づ

くり
計
画
とし
て
申
請
す
る
とい
う流

れ
に
な
る
。諮

問
・答
申
とい
う形

まで
は
予
定
して
い
な
い
が
、市

の
か
わ
まち
づ
く

り計
画
に
対
して
、地

元
関
係
者
の
⽅
々
か
ら意

⾒
をい
た
だ
く機
関
とい
う位

置
づ
け
とし
て
事
務
局
より
説
明

（
R4
.7
.2
8協

議
会
）

【関
係
機
関
・団
体
等
の
意
⾒
】

・イ
ベ
ンタ
ー

・環
境
団
体

・市
⺠
ボ
ラン
テ
ィア
団
体
等
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39

＜
拠
点
の

整
備

イ
メ
ー
ジ

＞
＜
の
ん
び
り
と
過
ご
す
デ
ィ
キ
ャ
ン
プ
＞

＜
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
や
自
然
観
察
も
で
き
る
親
水
ゾ
ー
ン
＞

＜
河
川
敷
に
馴
染
ん
だ
駐
車
ス
ペ
ー
ス
と
江
戸
川
へ
降
り
る
ス
ロ
ー
プ
＞

＜
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
広
場
は
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
に
も
な
り
、
浮
桟
橋
は
水
上
レ
ジ
ャ
ー
の
拠
点
と
な
る
＞

＜
河
川
敷
の
広
大
な
広
が
り
を
活
か
し
た
ド
ロ
ー
ン
は
三
郷
の
風
景
を
創
り
出
す
＞

＜
三
郷
市
の
花
・
木
・
鳥
を
拠
点
に
導
入
で
き
れ
ば
市
の
Ｐ
Ｒ
と
も
な
る
＞

サ
ツ
キ

シ
イ
ノ
キ

カ
イ
ツ
ブ
リ

＜
四
季
を
通
じ
て
花
が
あ
る
花
畑
と
迷
路
（
法
面
ま
で
導
入
す
る
と
一
大
景
観
と
な
る
＞

【再
検
討
事
項
】

⽅
針
全
体
の
修
正
に
応
じて
変
更
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